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第1回アジア選手権大会の開催にあたって

はじめに、この度クロスミントン第1回アジア選手権を日本にて開催する運びとなり、大会参加いただいく皆
様やご協力いただく皆様に、協会一同、大きな感謝と、皆様とともに開催できることに大きな喜びも感じてお
ります。

2020年2月にクロスミントン競技の第1回アジア選手権(ICO CROSSMINTON ASIAN 
CHAMPIONSHIPS)を東京都大田区にて開催予定をしていましたが、当時流行し始めた新型コロナウイル
スの感染拡大の影響により延期となりました。

その後の社会情勢や、2022年6月にICO(世界クロスミントン機構)が世界選手権(ICO 
CROSSMINTON WORLD CHAMPIONSHIPS)を開催した事に続き、2023年2月に東京都八王子
市にて、第1回アジア選手権を開催する運びとなりました。

世界選手権は今まで6度、ヨーロッパ選手権は４度ICOが開催してきましたが、アジア選手権はまだ未開
催であり、アジアでは日本が初めての開催試みとなります。

今回も感染症対策を講じた上で進めますが、第1回アジア選手権を無事に実施できるよう、皆様のご協力
をよろしくお願いします。



第1回アジア選手権大会概要

【日時】2023年2月3日(金)～2月5日(日)
【場所】エスフォルタアリーナ八王子

〒193-0941 東京都八王子市狭間町１４５３１
【主催】一般社団法人日本クロスミントン協会
【共催】工学院大学体育会クロスミントン部、クロスミントン全日本学生連盟
【後援】八王子観光コンベンション協会
【協賛】JCOM株式会社
【協力】アローレ八王子スポーツクラブ、一般社団法人プレジールスポーツクラブ OPAL with がおーんず
【参加見込み人数】シングルス200名、ダブルス150名
【大会カテゴリー】
★シングルス
オープン、女子、Over40男子、 Over40女子、
Over50男子、 Over50女子、Over60男子、 Over60女子、
Under12男子、 Under12女子、Under14男子、 Under14女子、
Under16男子、 Under16女子、Under18男子、 Under18女子、

★ダブルス
オープン、女子、ミックス
Over40男子、 Over40女子、 Over40ミックス、
Over50男子、 Over50女子、 Over50ミックス、

【大会予定】
2023年2月3日:ダブルス開会式、ダブルストーナメント大会
2023年2月4日:シングルス開会式、シングルス予選リーグ
2023年2月5日:シングルス決勝トーナメント

※本事業は、公益社団法人八王子観光コンベンション協会のMICE開催助 成金を活用しております。



クロスミントンとは？

クロスミントンはテニスより細く軽いラケットで、スピーダーというプラスチック製
の羽根を打ち合うスポーツです。バドミントンとテニスの中間のスポーツ
のイメージですが、最大の特徴はネットがありません。

12.8m離れた5.5m四方の自陣と相手陣に分かれ、
ラリーを行います。相手陣にスピーダーを落とせば得1ポイント、
相手陣以外に落ちれば失1ポイントです。
通常1セット16点先取で、
3セットマッチで行います。

スピーダーはプラスチック製の為、初速から
手元に来るまで、それほどスピードが落ちません。
従って、低い軌道で直線的に打ち合ったり、高い軌道で相手陣後方を
狙ったり、3次元的な攻め方が展開されます。
またスピーダーの中心には穴が開いていて、飛ぶときに『ピューン』
という爽快な音がします。またバドミントンより風の影響を受けにくいので、
公園やビーチなどの野外でも楽しめます。

試合は、1対1で対戦するシングルスと、同じコートサイズで2対2で
対戦するダブルスがあります。
日本では屋内でするイメージが多いですが、海外では屋外でも試合を
行ったりします。テニスコートでちょうど2面が取れるサイズになってます。



クロスミントンの今まで

2004年日本に入る。 2005年大田区の地域型総合スポーツクラブ、ピボットフットで教室を開始。

2001年スピードミントンの競技がドイツで生まれる。

2008年～2014年 日本スピードミントン交流大会実施（6回）

2015年～日本で初のジャパンオープン(国際大会)を開催。
以降は毎年、2回国際大会、2回国内大会開催）開催地は主に大田区。または埼玉県大宮・浦和。
2019年 地域総合スポーツクラブ（豊田市）共催の国際大会も実施

2008年『日本スピードミントン協会』設立。

2016年『スピードミントン』から『クロスミントン』へ名称変更。

2018年ICOのボードメンバーになる。※ICO:世界クロスミントン機構

2014年日本で初のジャパンオープン(国内大会)を開催。

2020年日本で初のアジア選手権を開催計画も
コロナで延期。

2018年日本のクラブ数が20を超える。

2019年協会を一般社団法人化にする。
2019年首都圏以外の豊田市でジャパンオープン開催。

2007年～2021年、都立蒲田高校の体験授業で1年生対象に取り入れて。以降14年間継続。

2019年大学中心の学生連盟発足。

2021年3月感染症対策をして大会実施再開。



㊺Ronron (関市)

全国に広がるクロスミントンクラブ

①ピボット蒲田 (大田区)

②TOKYO CROSS(新宿区)

③THREE STRIPES (品川区)

④YOKOHAMA.S.C (横浜市神奈川区)

⑥クロスミントン湘南クラブ(藤沢市)

⑧クロスミントン苫小牧クラブ(苫小牧市)

⑬BLAZE TOKYO (北区)

⑭ TUNATAMA CROSS (深谷市)

⑮B-circle smile (つくば市)

⑯クロスミントン瀬谷クラブ(横浜市瀬谷区)

㉒KATAYABURI (江戸川区)

㉕ETTAS (幸手市)

㉖黒猫のみゃ～ (杉並区)

㉑MINT! (横浜市港北区)
⑫イカ天ゲッソーズ(名古屋市)

㉘若葉台クロスミントンクラブハミングバード(横浜市旭区)

㉚神戸クロス(神戸市)

㉝S-Land Xminton Team尾花沢市)

㊲北海道クロスミントン札幌(札幌市)

㊵Aichi 963 Aegis(豊田市)

2023年1月時点、全国に46クラブ

㊷Movement (北九州市)

㊹大阪クロスワン(大阪市)

⑪大阪クラブ(箕面市)

⑩関西クラブ(大阪市)

⑦CROSSMINTON NAGOYA CLUB INASE (あま市)
⑤クロスミントン ヨコスカ クラブS(横須賀市)㉑都築CC (横浜市都筑区)

⑳豊田クロスミントンクラブ(豊田市)

㊻柏クロス (柏市)

㉙CROSS Amatias (さいたま市)

⑬Racket Sports Tokyo (品川区)

㊶レジェンズ(足利市)

㊴クロスミントンつくば(つくば市)

㊳NAGANO CROSS (長野市)

㉜SANO CROSS (佐野市)

㉛MitsubaCross (桐生市)

⑨クロスミントン山梨クラブ(甲府市)

㉞伊那クラブonSundays (伊那市)

⑰桜美林大学クロスミントンサークルSLASH (町田市)
㊸team SLASH (町田市)

⑱工学院大学 クロスミントン部(八王子市)

㉟きよせクロスミントンの会(清瀬市)

㊱さいたまクロス(さいたま市)


